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「橋のない川」 著者 住井すゑ

ハローワークから、毎週求人募集の情
報誌が届いています。
お気軽にご来館のうえ、ご覧ください。
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全国隣保館連絡協議会

隣保館だより ２０２４(令和６）年９月１日発行【第９４号】

〈 発行 〉豊後高田市隣保館
〒879-0627 豊後高田市新地1278番地

電話・ﾌｧｯｸｽ ：24-0007 開館：平日9：00～17：00

９月８日は「国際識字デー」

「識字問題」って知ってますか？

日常生活で用いられる簡単で短い文章を理解して読み書きできること
［ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の定義］

1965年9月8日、イランのテヘランで世界文相会議が開催され、イランのパーレビ国王が各国

の軍事費の一部を識字教育に充てようと提案。

背景には、開発途上国の低い識字率※があり、 その原因として、貧困・差別・戦争などによって

教育環境が不十分になっていることがありました。

会議終了後、アメリカ議会で9月8日を「国際識字デー」に定めることを呼びかけました。

そして、ユネスコが、世界中の国々や人々に識字の重要性を訴えること、また、世界の識字率を

向上させることを目的に、国際デーのひとつとして、「国際識字デー」を制定しました。

(第１回目：１９６６年９月８日）

(※ 識字率：国や一定の地域における、文字が読み書きできる人の割合）

し き じ

国際識字デーの目的・歴史

「識字問題」 日本でも…

識字（しきじ）とは

部落差別や経済的理由（貧困）等によって、学校教育を十

分に受けられなかったために読み書きが不自由で、日常生活

に支障をきたしている人がいます。

それは、希望する職業に就けない、文化的な生活を送れない、

などといった基本的人権の保障にかかわる切実な問題です。
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６０歳過ぎて識字学級で文字を学び始めた主人公。
日常を日記に書きながら、文字や文章を学んでいく
姿が描かれています。 隣保館でも貸し出します。

読み書きの学習の場である識字学級。ここで現在も

学んでいる人がいます。 こうした現状があることを理

解するとともに、 部落差別をはじめとする様々な人権

課題について、もう一度考えてみましょう。



・・・・・・・・・・・・・・・・・

豊後高田市隣保館 ☎・ﾌｧｯｸｽ ： 0978 - ２４-０００７

【開催曜日・時間】 （５月～翌年３月）

●手話 第２・３土曜日 10：00～11：30

●折り紙細工 第２・４水曜日 13：00～16：00

●絵てがみ 第３月曜日 13：00～14：30

●男性料理 第４火曜日 10：00～13：00

興味のある方は、見学もできますよ

隣保館は、地域の身近な相談窓口です。お気軽にご相談ください！

《文化教室予定》
【９月】
９(月)  絵てがみ

(16日祝日の為変更）

11(水) 折り紙細工

14(土)  手話

21(土)  手話

24(火) 男性料理

25(水) 折り紙細工

厚生労働省
公正採用選考
特設サイト

↑
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日本国憲法（第22 条）は、 基本的人権の一つとして全ての人に
「職業選択の自由」を保障しています。 一方、 雇用主にも、採用方針・
採用基準・採否の決定など、「採用の自由」が認められています。
しかし、「採用の自由」は、応募者の基本的人権を侵してまで認めら
れているわけではありません。
採用選考を行うに当たっては、 何よりも「人を人としてみる」人間尊
重の精神、すなわち、応募者の基本的人権を尊重することが重要です。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

人権を考える講演会 を開催しました
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桂陽小学校１年(当時)

いちくん（ペンネーム）さん
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【１０月】
9(水) 折り紙細工

12(土)  手話

19(土)  手話

21(月) 絵てがみ

22(火) 男性料理

23(水) 折り紙細工
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「きもちをつたえよう」

桂陽小学校１年(当時)

いちくん（ペンネーム）さん

就職差別にNO!

■本人に責任のない事項の把握
①本籍・出生地 ②住宅状況 ③家族 ④生活環境・家庭環境など

■本来自由であるべき事項（思想・信条にかかわること）の把握

⑤宗教 ⑥人生観・生活信条など ⑦思想 ⑧購読新聞・雑誌・愛読書など

⑨支持政党 ⑩尊敬する人物
⑪労働組合（加入状況や活動歴など）、学生運動などの社会運動

■採用選考の方法
⑫身元調査などの実施
⑬合理的・客観的に必要性が認められない採用選考時の健康
診断の実施

⑭本人の適性・能力に関係ない事項を含んだ応募書類の使用

『就職差別につながるおそれがある14事項』
質問していませんか？ されていませんか？

８月２１日(水)、市役所高田庁舎で、人権
を考える講演会を開催しました。
人権のまちづくりをするためにどうすればい

いかについて、昨年本市で実施した
『人権に関する市民意識調査』の結果を踏ま
えながらお話しいただきました。

【講師】 近畿大学名誉教授

奥田 均（おくだ ひとし）さん(写真)

【演題】

「部落問題理解の基礎基本

～人権に関する市民意識調査を踏まえて～」

差別は、「そっとしておけば自然になくな

るもの」ではありません。
これまでの差別の原因となった誤った情

報や偏見に気づけなければ、知らない内に
差別する当事者となるかもしれないのです。
だからこそ啓発や教育によって、正しい

知識を学び続けることがとても大切な
のだと思います。


